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経
営
課
題
解
決
の
新
潮
流「
Ｂ
Ｐ
Ｒ
」、

経
営
課
題
解
決
の
新
潮
流「
Ｂ
Ｐ
Ｒ
」、

そ
の
取
り
組
み
は
コ
ン
サ
ル
か
ら
伴
走
支
援
へ

そ
の
取
り
組
み
は
コ
ン
サ
ル
か
ら
伴
走
支
援
へ

㈱
シ
テ
ィ
ア
ス
コ
ム

BPR支援

る
も
の
よ
り
も
、
企
業
風
土
や
社
内
の

パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
一
旦
壊
し
て
し
ま

う
こ
と
で
、
企
業
価
値
、
さ
ら
に
は
顧

客
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
が

で
き
る
た
め
だ
。
ま
た
、
最
大
の
理
由

と
し
て
は
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
の
主
役
は
従
業
員
で

あ
り
、
中
長
期
に
渡
っ
て
自
走
す
る
こ

と
で
、
改
革
意
識
を
持
続
さ
せ
、
継
続

的
な
効
果
（
外
部
環
境
の
変
化
に
対
応
）

を
発
揮
す
る
取
り
組
み
と
な
る
か
ら
だ
。

　

九
州
最
大
規
模
の
シ
ス
テ
ム
開
発
会

社
、
㈱
シ
テ
ィ
ア
ス
コ
ム
（
福
岡
市
、

池
田
勝
社
長
）
が
提
供
す
る
企
業
の
課

題
を
解
決
す
る
自
社
開
発
『
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｔ

Ａ
Ｉ
Ｎ
』
シ
リ
ー
ズ
の
Ｂ
Ｐ
Ｒ
支
援

サ
ー
ビ
ス
（
Ｃ
Ａ
Ｅ
Ｓ
：City A

scom
 

Escort support service

）
は
、
あ
え
て

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
は
な
く
、「
伴
走

支
援
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
。
Ｂ

Ｐ
Ｒ
で
重
要
な
の
は
、
継
続
的
に
自
走

す
る
こ
と
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
そ
の

最
大
の
理
由
だ
。
自
分
た
ち
で
考
え
、

自
分
た
ち
で
実
行
す
る
こ
と
が
「
成
功

へ
の
鍵
」
と
考
え
て
い
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
の
取
り
組
み
を
成

功
に
導
く
た
め
に
企
業
が
準
備
す
べ
き

こ
と
を
次
の
４
つ
と
定
義
し
て
い
る
。

①
経
営
層
は
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
す
る

②
ビ
ジ
ョ
ン
を
社
内
に
浸
透
さ
せ
、
課

題
を
共
有
す
る

③
全
社
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
捉
え
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
を
選
出
し
、

役
割
の
明
確
化
と
権
限
を
付
与
す
る

④
自
社
で
不
足
す
る
部
分
は
、
外
部
の

知
見
を
利
用
す
る

　

シ
テ
ィ
ア
ス
コ
ム
は
、
創
業
５
５
年

目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
企
業
の

シ
ス
テ
ム
を
支
え
て
き
た
実
績
が
あ
る
。

Ｉ
Ｔ
の
プ
ロ
と
し
て
企
業
に
寄
り
添
い
、

Ｉ
Ｔ
の
プ
ロ
だ
か
ら
こ
そ
業
務
を
優
先

し
、
最
新
技
術
を
最
大
限
に
活
用
し
た

解
決
策
を
実
現
で
き
る
。
そ
ん
な
Ｂ
Ｐ

Ｒ
こ
そ
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
を
生
き
抜

く
企
業
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

外
部
環
境
の
変
化
が
著
し
く
、
先
行

き
を
予
測
す
る
こ
と
も
困
難
、
か
つ
事

業
運
営
に
欠
か
せ
な
い
人
材
確
保
も
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
ま
さ
に
、

Volatility

＝
変
動
性
、Uncertainty

＝

不
確
実
性
、Com

plexity

＝
複
雑
性
、

A
m

biguity

＝
曖
昧
性
が
特
徴
の
「
Ｖ
Ｕ

Ｃ
Ａ
」
の
時
代
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
加

速
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
の
デ

ジ
タ
ル
化
だ
が
、
業
務
改
善
（
足
り
な

い
部
分
に
ピ
ー
ス
を
埋
め
て
い
く
）
で

は
、
真
の
経
営
課
題
解
決
に
は
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が

「
Ｂ
Ｐ
Ｒ
（
業
務
改
革
）」
だ
。
大
企
業

か
ら
始
ま
り
、
今
や
企
業
規
模
に
関
係

な
く
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

な
ぜ
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
む
の
か
。

企
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
が
激
し

い
状
況
下
で
、
小
さ
な
改
善
で
得
ら
れ

ノーコード開発伴走支援ノーコード開発伴走支援

限られた予算IT 人材不足
組織文化と

デジタル変革の隔たり

業務改善を阻害する主要な問題

ノーコード開発の伴走支援で課題解決

コストを抑えた
システム導入

内部スキルの
強化

継続的トレーニン
グプログラムによ
るスキル向上

積極的に参加で
きるデジタル化
プロジェクト

ノーコードツールで
初期投資とメンテ
ナンスコスト削減

従業員主導の
デジタル改革

Microsoft365Microsoft365定着化支援定着化支援

販売管理
システム

人事・会計
システム

グループ
ウェア

データ連携による
情報の一元化

チャットによる迅速な
コミュニケーション

グループウェアの「橋渡し」による
”業務全体の最適化”の実現

BPRBPR（業務改革）（業務改革）
業務効率化 生産性向上

コスト削減
顧客

満足度向上
従業員

満足度向上

企業全体の活性化

VUCAの時代を生き抜くために
企業力をアップする

社員主導で実施するBPRのメリット

２．ITのプロとして2つの視点で
       デジタル化を支援

１．徹底的に寄り添う伴走支援

ITのプロ集団による、
   課題解決に向けた伴走支援サービス

課題解決の主役は、あくまでお客様。社
員一人一人が納得してこそ、本当の課題
解決の道が拓けると信じています。

社内では見えづらい業務課題を第三者視
点で、解決策となるデジタル活用につい
てシステム目線でアドバイス。

 

な
ぜ
今「
Ｂ
Ｐ
Ｒ
」が
注
目
さ
れ
る
の
か

 「
伴
走
支
援
」に
こ
だ
わ
る
理
由

 

Ｂ
Ｐ
Ｒ
に
向
け
て
準
備
す
べ
き
４
つ
の
こ
と


